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1. 「地域プロジェクト」について 
 本学の「地域プロジェクト」とは、地域で活躍す
る上で必要な実践的課題解決能力を養うため
に、平成27年度に新学科全学生の必修科目とし
て新設された地域課題解決型PBL（「Problem Based 
Learning＝課題解決型学習」かつ「Project 
Based Learning＝企画構想実施型学習」）科目で
ある。 
 
2. 函館財務事務所との連携とチーム作り 
  -前期 
 今年度の「地域プロジェクト」では、財務省函館
財務事務所との協働で「『財政教育プログラム』
刷新協働プロジェクト」に取り組んだ。4月から函
館財務事務所の担当者と学生、小生がチームを
組み、「12月に附属函館中学校で行われる『財
政教育プログラム』授業を実際に自分たちが
行って成功させる」ことを目標に据えて、前期は
昨年度の授業振り返り、改善点や追加する内容
を討議するグループワーク、附属函館中学校の
先生と函館財務事務所の担当者・学生による
ディスカッションなどを積極的に実施した。前期終
わりの7月31日には「中間発表会」が行われ、授
業前半の「講義」の内容が完成したことを報告
した。 
 
3. 附属函館中学校での授業と成果発表会に
  むけて-後期 
 後期に入ると学生の緊張感が高まりはじめたこ
とから、綿密な授業計画書を立案し、繰り返し模
擬授業を行った。模擬授業終了後の反省会で

は、改善点について積極的な発言が学生からも
相次いだ。そして迎えた12月9日、附属函館中学
校で公開授業形式の授業が行われた。当日は
函館財務事務所の皆様や市内の他の中学校の
先生や報道各社の方が参観するなか、学生たち
はこれまでに培ってきた知識と経験を存分に発
揮して、中学生の活発な議論を引き出すことがで
きるなど、十分に当初の目標を達成できたといえ
る。授業終了後の反省会では活発な議論が行
われたのだが、前期とは異なり、学生たちが自信
を持って発言していて、学生たちの成長を垣間
見ることができた。（74ページに函館新聞記事掲
載） 
　公開授業後の12月から1月初めは、新たに函
館財務事務所から提示された「小学校向け財
政教育パンフレット」を作成し、函館財務事務所
の方が市内の小学校で実際に授業を行う際に
使用していただいた。そして1月は引き続き、「成
果発表会」に向けて、発表で使用するパワーポ
イントと当日話す内容をブラッシュアップすること
で「成果発表会」を成功裏に終えることができ
た。

4. おわりに 
 今年度から始まった「函館財務事務所との連
携」ではあるが、無事に、そして成功裏に終了す
ることができた。これも、函館財務事務所の皆様
や附属函館中学校の皆様、本学関係の皆様か
らの温かいご支援とご協力、ご指導の賜物であ
り、この場をお借りして、心より御礼申し上げた
い。

地域のご要望にこたえて
①函館財務事務所との連携

北海道教育大学函館校
准教授  奥 平  理 1．巡回型サテライト･オフィス実施の概要と会

   議の進め方
 今年度も新型コロナウイルスの感染拡大による
影響が大きく、ある程度感染拡大が落ち着きを
見せ始めた9月以降から巡回型ソーシャルクリ
ニック（以下、巡回SC）を開始した。9月中旬に実
施した渡島総合振興局との巡回SCについては、
Zoomでの遠隔実施を余儀なくされたものの、10
月には緊急事態宣言が解除されたことから、檜
山振興局と5市町については対面で実施するこ
とができた。なお、今年度は事業開始から4年目
の2巡目に入ったことから、テーマを「観光」と「教
育」に絞って実施した。 
　会議の進め方としては、前半に大学側からの
説明を行い、後半にそれを受けて各地域との意
見交換を行った。内容としては、大学側から国際
地域学科の趣旨や地域協働活動の現状や履修
学生による「観光コンシェルジュ実習」で学んだ
内容の説明、附属函館中学校からは「教職大学
院の特徴や人材育成」や「附属函館中学校が
取り組む遠隔授業や教員研修」への取り組みに
ついての説明を行った。なお、次章以下に各巡
回SCでの意見交換の内容を示した。 
 
2．各地域の主な意見交換内容 
第1回 渡島総合振興局【9月15日（水）Zoom開催】 
 意見交換では、観光コンシェルジュ実習につい
て、「観光ガイドとして工夫していたことは？」「実
習の結果は地域に対して活かされるのか？」と
いった質問や「世界文化遺産登録された『縄文
文化』をPRしてほしい」「青函交流促進のイベン
トを行いたい」などの要望が寄せられた。また附
属函館中学校には、「GIGAスクールに関し、イン

ターネット化への切り替えはどのように行ったの
か？」「総合的な学習の中で『観光教育』に取り
組んでいきたい」といった質問や要望が寄せら
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第2回 檜山振興局【10月1日（金）檜山振興局】 
　意見交換では、檜山振興局から「学生の力を
借りて観光産業の活性化をはかりたい」「学生目
線の観光ルートや、檜山の夕陽をメインとしたイ
ベントの発案をしてほしい」「短期移住施設を活
用した滞在型研修を検討してほしい」などの要
望が寄せられた。また、本会に参加した檜山教
育局からは「学生の郷土愛や地元の仕事への
理解を深め、進学や就職後に地元に戻ってきた
くなるような仕組みを作りたい」「地域と連携した
総合的探究活動を計画するアイデアやノウハウ
を知りたい」といった質問や要望が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
第5回 木古内町【11月15日（月）木古内町役場】 
 意見交換では、「観光団体の高齢化が問題に
なっている」「タブレットを活用したICT学習の必
要性が高い」「広報活動として、SNSによる情報
発信の基礎を作っている段階である」等、木古
内町の現状について説明があった。加えて「学
生に観光資源を発掘してもらいたい」「学生とコ
ラボして観光宣伝動画の制作やフォトスポットの
発信をするなど、SNSを活用していきたい」「感
染症の影響で対面授業が行えない場合の効果
的な新しい授業形態を知りたい」などの要望が
寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第6回 北斗市
【11月22日（月） 北斗市総合文化センター】 
 意見交換では、「学生が町を歩いていると嬉し
いという住民の意見が多い」「北斗市に残る歴
史的知識が地域住民に浸透していない」「イベ
ントを開催するための人手が不足している」等、
北斗市の現状について説明があった。また「『体
験型・着地型観光』のガイドや歴史説明で学生
の協力がほしい」「単発ではなく、継続的な学生

ガイドの取り組みを築きたい」などの要望や「附
属函館中学校の遠隔授業に使用する機器につ
いて」の質問が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第7回 奥尻町
【12月3日（金） 奥尻町海洋研修センター】 
 意見交換では、「島内での観光スタイルを模索
中であり、歴史的観光スポットのガイドを募る必要
がある」「島内の移動手段が少なく、タクシーの
台数にも限りがあり、交通手段の確保が課題」
「宿泊施設が不足しているため団体客の受け入
れが出来ない」等、奥尻町の現状についての説
明があった。また「学生にWi-Fiニーネー(奥尻高
校の生徒の受験勉強や進路について、現役大
学生がオンラインで相談に乗る制度)に参加して
もらいたい」「GIGAスクール構想に向け、オンラ
イン活動で附属函館中学校に協力してほしい」
などの要望が寄せられた。 

3．総括 
　今年度も開始当初から新型コロナウイルスの
感染拡大を見据えつつ、巡回の時期を探らざる
を得ない状況ではあったが、それでも合計7ヶ所
を巡回して、各地域から多くのご意見やご要望を
頂戴することができたのは大きな収穫であった。
その多くは本学との協働を求めるものであり、こう
した地域の熱意に私たちもしっかりと応えていく
ことが重要である。そして、これからも巡回型サテ
ライト・オフィスを通じて、本学と地域を「協働」の
絆で結びつけていくことが必要であることを痛感
した。訪問に際し、ご多用中のところをご対応い
ただいた各地域の皆様に、心より御礼申し上げ
る次第である。 
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授業風景

グループ討議風景

函館財務事務所石田氏による討議結果発表

自由討議風景

1．巡回型サテライト･オフィス実施の概要と会
   議の進め方
 今年度も新型コロナウイルスの感染拡大による
影響が大きく、ある程度感染拡大が落ち着きを
見せ始めた9月以降から巡回型ソーシャルクリ
ニック（以下、巡回SC）を開始した。9月中旬に実
施した渡島総合振興局との巡回SCについては、
Zoomでの遠隔実施を余儀なくされたものの、10
月には緊急事態宣言が解除されたことから、檜
山振興局と5市町については対面で実施するこ
とができた。なお、今年度は事業開始から4年目
の2巡目に入ったことから、テーマを「観光」と「教
育」に絞って実施した。 
　会議の進め方としては、前半に大学側からの
説明を行い、後半にそれを受けて各地域との意
見交換を行った。内容としては、大学側から国際
地域学科の趣旨や地域協働活動の現状や履修
学生による「観光コンシェルジュ実習」で学んだ
内容の説明、附属函館中学校からは「教職大学
院の特徴や人材育成」や「附属函館中学校が
取り組む遠隔授業や教員研修」への取り組みに
ついての説明を行った。なお、次章以下に各巡
回SCでの意見交換の内容を示した。 
 
2．各地域の主な意見交換内容 
第1回 渡島総合振興局【9月15日（水）Zoom開催】 
 意見交換では、観光コンシェルジュ実習につい
て、「観光ガイドとして工夫していたことは？」「実
習の結果は地域に対して活かされるのか？」と
いった質問や「世界文化遺産登録された『縄文
文化』をPRしてほしい」「青函交流促進のイベン
トを行いたい」などの要望が寄せられた。また附
属函館中学校には、「GIGAスクールに関し、イン

ターネット化への切り替えはどのように行ったの
か？」「総合的な学習の中で『観光教育』に取り
組んでいきたい」といった質問や要望が寄せら
れた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第2回 檜山振興局【10月1日（金）檜山振興局】 
　意見交換では、檜山振興局から「学生の力を
借りて観光産業の活性化をはかりたい」「学生目
線の観光ルートや、檜山の夕陽をメインとしたイ
ベントの発案をしてほしい」「短期移住施設を活
用した滞在型研修を検討してほしい」などの要
望が寄せられた。また、本会に参加した檜山教
育局からは「学生の郷土愛や地元の仕事への
理解を深め、進学や就職後に地元に戻ってきた
くなるような仕組みを作りたい」「地域と連携した
総合的探究活動を計画するアイデアやノウハウ
を知りたい」といった質問や要望が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
第5回 木古内町【11月15日（月）木古内町役場】 
 意見交換では、「観光団体の高齢化が問題に
なっている」「タブレットを活用したICT学習の必
要性が高い」「広報活動として、SNSによる情報
発信の基礎を作っている段階である」等、木古
内町の現状について説明があった。加えて「学
生に観光資源を発掘してもらいたい」「学生とコ
ラボして観光宣伝動画の制作やフォトスポットの
発信をするなど、SNSを活用していきたい」「感
染症の影響で対面授業が行えない場合の効果
的な新しい授業形態を知りたい」などの要望が
寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第6回 北斗市
【11月22日（月） 北斗市総合文化センター】 
 意見交換では、「学生が町を歩いていると嬉し
いという住民の意見が多い」「北斗市に残る歴
史的知識が地域住民に浸透していない」「イベ
ントを開催するための人手が不足している」等、
北斗市の現状について説明があった。また「『体
験型・着地型観光』のガイドや歴史説明で学生
の協力がほしい」「単発ではなく、継続的な学生

ガイドの取り組みを築きたい」などの要望や「附
属函館中学校の遠隔授業に使用する機器につ
いて」の質問が寄せられた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
第7回 奥尻町
【12月3日（金） 奥尻町海洋研修センター】 
 意見交換では、「島内での観光スタイルを模索
中であり、歴史的観光スポットのガイドを募る必要
がある」「島内の移動手段が少なく、タクシーの
台数にも限りがあり、交通手段の確保が課題」
「宿泊施設が不足しているため団体客の受け入
れが出来ない」等、奥尻町の現状についての説
明があった。また「学生にWi-Fiニーネー(奥尻高
校の生徒の受験勉強や進路について、現役大
学生がオンラインで相談に乗る制度)に参加して
もらいたい」「GIGAスクール構想に向け、オンラ
イン活動で附属函館中学校に協力してほしい」
などの要望が寄せられた。 

3．総括 
　今年度も開始当初から新型コロナウイルスの
感染拡大を見据えつつ、巡回の時期を探らざる
を得ない状況ではあったが、それでも合計7ヶ所
を巡回して、各地域から多くのご意見やご要望を
頂戴することができたのは大きな収穫であった。
その多くは本学との協働を求めるものであり、こう
した地域の熱意に私たちもしっかりと応えていく
ことが重要である。そして、これからも巡回型サテ
ライト・オフィスを通じて、本学と地域を「協働」の
絆で結びつけていくことが必要であることを痛感
した。訪問に際し、ご多用中のところをご対応い
ただいた各地域の皆様に、心より御礼申し上げ
る次第である。 
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